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五

連
歌
師
紹
巴
は
三
条
西
公
条
の
源
氏
物
語
講
釈
を
聴
き
、
そ
の
講
釈
聞
書
を
整

理
し
て
『
紹
巴
抄
』
を
作
成
し
た
と
い
う
。
松
永
貞
徳
の
『
戴
恩
記
』
に
は
、
紹

巴
は
古
今
伝
受
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
源
氏
物
語
の
講
釈
を
公
条
か
ら
受
け
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
広
島
大
学
蔵『
永
禄
奥
書　

源
氏
物
語
紹
巴
抄
』（
以

下
『
紹
巴
抄
』
と
略
す
）
に
は
、
公
条
の
講
釈
聞
書
を
整
理
し
た
こ
と
を
自
ら
記

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
井
爪
康
之
氏
は
、
奥
書
の
日
付
を
検
討
す
る
事
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
成
期
間
が
短
く
聞
書
を
整
理
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
、
講
釈
の
日
付
注
記
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
公
条
の

講
釈
聞
書
を
整
理
し
た
の
で
は
な
く
、『
休
聞
抄
』
を
も
と
に
作
成
し
た
と
推
定

さ
れ
た
。
こ
の
見
解
に
つ
い
て
、
小
川
陽
子
氏
は「
従
う
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
」と

さ
れ
た
。

講
釈
の
聞
書
を
整
理
す
る
こ
と
は
古
今
伝
受
で
も
行
わ
れ
、
聞
書
を
整
理
す
る

過
程
も
検
証
で
き
る
。
講
釈
の
聞
書
は
、
当
座
聞
書
を
整
理
し
た
清
書
本
の
み
伝

わ
る
こ
と
が
多
い
が
、
細
川
幽
斎
の
講
釈
を
受
け
た
智
仁
親
王
は
当
座
聞
書
か
ら

（
1
）

（
2
）

（
3
）

清
書
本
に
い
た
る
四
種
の
聞
書
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
聞
書
は
、そ
の
伝
来
・

筆
跡
な
ど
か
ら
、
日
付
注
記
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
智
仁
親
王
筆
の
講
釈
聞
書

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
聞
書
を
参
照
し
て
、
聞
書
が
整
理

さ
れ
、
清
書
本
が
作
成
さ
れ
る
過
程
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
書
に
お
け
る
日
付
注

記
を
検
討
し
て
み
た
い
。
な
お
、
論
述
の
都
合
上
、「
細
川
幽
斎
の
古
今
伝
受
」で

使
用
し
た
資
料
を
用
い
、
一
部
論
理
が
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

1
　
細
川
幽
斎
か
ら
智
仁
親
王
へ
の
古
今
伝
受

細
川
幽
斎
か
ら
古
今
伝
受
を
受
け
た
智
仁
親
王
の
聞
書
は
、
当
座
聞
書
か
ら
清

書
本
に
至
る
四
種
が
宮
内
庁
書
陵
部
に
伝
わ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
書
に
お
い

て
、
日
付
注
記
は
ど
の
程
度
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ

の
注
釈
書
と
日
付
注
記
に
つ
い
て
一
覧
す
る
。
な
お
、
初
稿
本
は
、
四
季
の
み
が

現
存
す
る
。

（
4
）

（
5
）

講
釈
聞
書
に
お
け
る
日
付
注
記

―
清
書
本
の
作
成
に
つ
い
て

―

小

髙

道

子
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年

月

日

当
座
聞
書

初
稿
本

中
書
本

清
書
本

1

慶
長
5

3

19

○

○

○

○

2

慶
長
5

3

20

○

○

○

×

3

慶
長
5

3

21

○

○

○

○

4

慶
長
5

3

22

○

○

○

×

5

慶
長
5

3

23

○

○

○

○

6

慶
長
5

3

24

○

×

○

○

7

慶
長
5

3

25

○

○

○

○

8

慶
長
5

3

26

○

○

○

×

9

慶
長
5

3

27

○

○

○

×

10

慶
長
5

3

28

○

○

○

○

11

慶
長
5

4

2

○

－

○

○

12

慶
長
5

4

5

○

－

○

○

13

慶
長
5

4

6

○

－

○

○

14

慶
長
5

4

7

×

－

○

○

15

慶
長
5

4

9

○

－

○

×

16

慶
長
5

4

10

○

－

○

○

17

慶
長
5

4

12

○

－

○

○

18

慶
長
5

4

15

○

－

○

○

19

慶
長
5

4

16

○

－

○

○

20

慶
長
5

4

18

○

－

○

○

21

慶
長
5

4

19

○

－

○

○

22

慶
長
5

4

27

○

－

○

○

23

慶
長
5

4

28

○

－

×

×

24

慶
長
5

4

29

○

－

×

×

中
書
本
ま
で
は
ほ
ぼ
欠
か
さ
ず
付
さ
れ
て
い
た
日
付
注
記
が
、
清
書
本
で
は
欠

け
る
こ
と
が
あ
る
。当
座
聞
書
が
伝
わ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、当
座
聞
書
に
は
記
さ

れ
て
い
た
日
付
注
記
は
、
清
書
の
段
階
で
は
必
ず
し
も
記
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

二
　
三
条
西
実
枝
か
ら
細
川
幽
斎
へ
の
古
今
伝
受

三
条
西
実
枝
か
ら
講
釈
を
受
け
た
細
川
幽
斎
の
聞
書
は
、
第
一
次
清
書
本
『
古

今
和
歌
集
聞
書
』（
以
下
「
天
理
本
」
と
略
す
）
が
天
理
図
書
館
に
、
第
二
次
清

書
本
『
伝
心
抄
』
が
宮
内
庁
書
陵
部
に
伝
わ
る
。
い
ず
れ
も
講
釈
聞
書
を
整
理
し

て
、
実
枝
の
加
筆
及
び
加
証
奥
書
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
次
清
書
本
と
も

い
う
べ
き
天
理
図
書
館
蔵
本
に
は
、
主
と
し
て
上
部
欄
外
に
日
付
注
記
が
見
ら
れ

る
。
こ
の
日
付
注
記
を
表
に
し
て
示
す
。

回
数

年

月

日

天
理
本

伝
心
抄

1

元
亀
3

12

6

○

○

2

元
亀
4

12

7

○

×

3

元
亀
5

12

16

○

×

4

元
亀
6

12

18

○

×

5

元
亀
7

12

21

○

×

6

元
亀
4

1

10

○

×

7

元
亀
4

1

11

○

×

8

元
亀
4

1

12

○

×
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七

9

元
亀
4

1

15

○

×

10

元
亀
4

1

23

○

×

11

元
亀
4

1

24

○

×

12

元
亀
4

1

26

○

×

13

元
亀
4

2

3

○

×

14

天
正
1

8

26

○

×

※
15

天
正
1

8

27

○

×

16

天
正
2

2

20

○

×

17

天
正
2

2

21

○

×

18

天
正
2

2

22

○

×

19

天
正
2

2

23

○

×

20

天
正
2

2

24

○

×

21

天
正
2

2

25

○

×

22

天
正
2

2

26

○

×

23

天
正
2

2

27

○

×

24

天
正
2

2

28

○

×

25

天
正
2

3

1

○

×

26

天
正
2

3

2

○

×

27

天
正
2

3

3

○

×

28

天
正
2

3

4

○

×

29

天
正
2

3

5

○

×

30

天
正
2

3

6

○

×

31

天
正
3

3

7

○

×

※
15
と
記
し
た
第
十
五
回
目
の
講
釈
の
周
辺
に
は
日
付
注
記
が
見
ら
れ
な
い
の

で
一
回
と
し
た
が
、
こ
の
回
に
講
釈
し
た
歌
数
は
百
十
八
首
と
他
の
回
に
比
べ
て

多
く
、
し
か
も
四
つ
の
巻
に
わ
た
る
。
実
際
に
は
数
回
に
分
け
て
講
釈
さ
れ
た
も

の
の
日
付
注
記
を
付
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
座
の
聞
書
で
は
な
い
こ
と
も

あ
り
、
天
理
本
に
は
日
付
注
記
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
仮

名
序
・
真
名
序
に
も
日
付
注
記
が
み
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
幽
斎
が
再
び
聞
書
を
整

理
し
て
清
書
し
た
『
伝
心
抄
』
に
は
、
初
回
を
除
い
て
日
付
注
記
が
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
当
座
聞
書
を
整
理
し
た
書
に
は
、
必
ず
し
も
講
釈
の
日

付
を
記
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
付
注
記
が
見
ら
れ
な
い
こ

と
は
、
講
釈
聞
書
で
な
い
と
判
断
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
清
書
す

る
過
程
で
注
記
を
省
略
し
た
り
、
書
落
と
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
の
こ
と
の
た
め
に
講
釈
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
は
推
定
で
き
な
い
。

三

�

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
後
陽
成
天
皇
源
氏
物
語
講
釈
聞

書
』・
中
庄
新
川
家
蔵
『
古
今
和
歌
集
聞
書
』

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
は
当
座
聞
書
と
推
定
さ
れ
る
『
後
陽
成
天
皇
源
氏
物
語

講
釈
聞
書
』
が
伝
わ
る
。
講
釈
内
容
を
言
経
卿
記
と
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
付
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
当
座
聞
書
で
あ
り
な
が
ら
、
聞

書
に
は
日
付
の
注
記
は
見
ら
れ
な
い
。
日
付
注
記
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
伝
来

と
、
言
経
卿
記
の
記
事
か
ら
、
後
陽
成
天
皇
の
講
釈
を
聞
書
し
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。
日
付
注
記
が
な
い
こ
と
が
、
聞
書
で
な
い
こ
と
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
一

例
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
6
）
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中
庄
新
川
家
に
は
、『
古
今
和
歌
集
』の
講
釈
聞
書
と
推
定
さ
れ
る
折
紙
二
紙
が

伝
わ
る
。
こ
の
二
紙
に
は
、日
付
注
記
も
署
名
も
見
ら
れ
な
い
が
、内
容
を
検
討
す

る
と
、『
古
今
和
歌
集
』
春
部
の
第
二
回
目
の
講
釈
聞
書
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
検
討
す
る
と
、
日
付
注
記
が
な
い
こ
と
は
、
講
釈
聞
書
で
あ
る
こ

と
を
否
定
す
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
、『
紹
巴

抄
』
は
清
書
本
で
あ
る
。
日
付
注
記
が
な
い
こ
と
を
も
と
に
講
釈
聞
書
で
あ
る
こ

と
を
否
定
す
る
よ
り
は
、
紹
巴
の
奥
書
に
基
づ
い
て
公
条
の
講
釈
を
聞
書
し
た
も

の
と
推
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）　

引
用
は
『
平
安
文
学
資
料
稿
』（
広
島
平
安
文
学
研
究
会
）
に
よ
る
。

（
2
）　
『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究
』（
平
成
5　

新
典
社
）。

（
3
）　
「『
源
氏
物
語
抄
（
紹
巴
抄
）』
と
先
行
注
釈
」（『
国
文
学
攷
』
平
成
21
・
6
）

（
4
）　
『
国
語
と
国
文
学
』（
昭
55
・
8
）

（
5
）　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
資
料
に
つ
い
て
は
『
図
書
寮
典
籍
解
題　

続
文
学
篇
』（
昭

25　

養
徳
社
）
に
負
う
所
が
大
き
い
。

（
6
）　
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
九
十
九
巻
』（
平
27　

朝
日
新
聞
出
版
）
所
収
。
同
書
に

つ
い
て
は
解
題
で
検
討
を
加
え
た
。

（
7
）　
「
解
題
と
翻
刻
―
中
庄
新
川
家
蔵　

古
今
和
歌
集
聞
書
（
仮
題
）」（『
調
査
研
究
報

告
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）』
平
29
・
3
）

（
8
）　
「
堺
伝
受
に
お
け
る
『
古
今
和
歌
集
』
講
釈
―
中
庄
新
川
家
蔵　

古
今
和
歌
集
聞

書
」（
仮
題
）
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
中
京
大
学
文
学
会
論
叢
』
平
成
29
・
3
）。

付
記

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
御
許
可
下
さ
っ
た
所
蔵
機
関
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

（
7
）

（
8
）


